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　　古代文明と宗教のおこり
⑴　人類の進化…猿

えん

人
じん

（最古の人類）→原
げん

人
じん

→新人の順番で出現。
⑵　古代文明…エジプト文明で象

しょう

形
けい

文字〔神
しん

聖
せい

文字〕，メソポタミア文
明でくさび形文字を使用。インダス文明は都市の遺

い

跡
せき

。中国文明で
は殷

いん

〔商
しょう

〕の時代に甲
こう

骨
こつ

文字，秦
しん

の時代に万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

。
⑶　宗教…インドで仏教，西アジアでキリスト教とイスラム教が誕生。
日本の始まり
⑴ 旧

きゅう

石
せっ

器
き

時代…大陸と陸続き。打
だ

製
せい

石器を使用。岩
いわ

宿
じゅく

遺跡。
⑵ 縄

じょう

文
もん

時代…縄文土器を使用。竪
たて

穴
あな

住居。貝
かい

塚
づか

。三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺跡。
⑶ 弥

や よ い

生時代…稲
いな

作
さく

と高
たか

床
ゆか

倉庫・弥生土器，金属器（青
せい

銅
どう

器
き

・鉄器）の
使用。貧

ひん

富
ぷ

の差が発生。柵
さく

と二重のほりの吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡。
⑷　中国との交

こう

渉
しょう

…「漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

」の金印。邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女王卑
ひ

弥
み

呼
こ

。
⑸ 古

こ

墳
ふん

時代…大
や ま と

和政権〔ヤマト王権〕の成立。大
おお

王
きみ

の支配の拡
かく

大
だい

。各
地の前

ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

に埴
はに

輪
わ

。渡
と

来
らい

人
じん

が須
す

恵
え

器
き

などの技術を伝える。
古代国家の展開
⑴　聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

〔厩
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

〕…冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

・十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲法を制定。遣
けん

隋
ずい

使
し

。
⑵　大

たい

化
か

の改新…中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

らが公地公民の原則を確立。
⑶ 律

りつ

令
りょう

制度…701年，唐
とう

にならって大
たい

宝
ほう

律令を制定。国
こく

司
し

を派
は

遣
けん

。
班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

と口
く

分
ぶん

田
でん

。租
そ

・庸
よう

・調
ちょう

の税制，防
さき

人
もり

などの兵
へい

役
えき

。
⑷　平

へい

城
じょう

京
きょう

と天
てん

平
ぴょう

文化…唐の都長
ちょう

安
あん

にならって奈良に都を建設。

　① 聖
しょう

武
む

天皇…国ごとに国
こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

，都に東大寺の大仏。
　② 　天平文化…仏教と唐の影

えい

響
きょう

が強い国際的な文化。鑑
がん

真
じん

の来日。
東大寺正

しょう

倉
そう

院
いん

の宝物。『古
こ

事
じ

記
き

』・『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』・『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』の成立。
　③ 墾

こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざいの

法
ほう

…開
かい

墾
こん

地
ち

の永久私有を認める。荘
しょう

園
えん

の発生。
⑸　平安京と貴族の政治…桓

かん

武
む

天皇が都を京都に移し，蝦
え み し

夷を平定。
　①　新しい仏教…唐から帰った最

さい

澄
ちょう

が天
てん

台
だい

宗
しゅう

，空
くう

海
かい

が真
しん

言
ごん

宗
しゅう

を開く。
　②　遣

けん

唐
とう

使
し

の停止…唐の衰
すい

退
たい

と往来の危険を理由に菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

が進言。
　③ 摂

せっ

関
かん

政治…藤
ふじ

原
わら

氏が実権をにぎる。道
みち

長
なが

・頼
より

通
みち

父子のとき全
ぜん

盛
せい

。
　④ 国

こく

風
ふう

文化…仮
か

名
な

文字で紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

『源
げん

氏
じ

物語』・清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

『枕
まくらの

草
そう

子
し

』。
武
ぶ

家
け

政治の始まりとその展開
⑴　武

ぶ

士
し

…武装した地方の有力者・農民，都の武官から発生。惣
そう

領
りょう

（一
族の長）を中心とする武士団を形成。源

げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

が有力。
⑵　院政…1086年，白

しら

河
かわ

上
じょう

皇
こう

が開始。僧
そう

兵
へい

に対
たい

抗
こう

するため武士を利用。
⑶ 平

たいらの

清
きよ

盛
もり

…太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

になった武士。日
にっ

宋
そう

貿易や厳
いつく

島
しま

神社の保護を行う。
⑷ 鎌

かま

倉
くら

幕府… 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が守
しゅ

護
ご

・地
じ

頭
とう

を置き，征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となって開く。
　① 執

しっ

権
けん

政治…北
ほう

条
じょう

氏が幕府の実権をにぎった。承
じょう

久
きゅう

の乱で朝
ちょう

廷
てい

を破り，六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

を設置。北条泰
やす

時
とき

は御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

〔貞
じょう

永
えい

式目〕を制定。
　② 元

げん

寇
こう

…元軍が文
ぶん

永
えい

の役
えき

，弘
こう

安
あん

の役と２度にわたって日本に襲
しゅう

来
らい

。
　③　（永

えい

仁
にん

の）徳
とく

政
せい

令
れい

…御
ご

家
け

人
にん

の救済に失敗。幕府への不満が拡
かく

大
だい

。
　④　鎌倉文化…武士の気風を反映。東大寺南

なん

大
だい

門
もん

に金
こう

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

。

1 ▼古代文明

モヘンジョ・ダロ 長

河黄

江

エジプト文明

インダス文明
中国文明
殷墟殷墟
いん きょ

長安（西安）
ちょう あん せいあん 

長安（西安）
ちょう あん せいあん

シーアンシーアン

文明の中心地域
おもな遺跡

メソポタミア文明

イン
ダ
ス
川

イン
ダ
ス
川

ナ

チ
グ
リス
グ
リス川

イ
ル
川

ユ
フ
ラテス
川

ー
ユ
フ
ラテス
川

ー

0°2

▼十七条の憲法（役人の心構えを示したもの）

一に曰
いわ

く，和をもって貴
たっと

しとなし，さから
う（争う）ことなきを宗

むね

と（第一に）せよ。
二に曰く，あつく三

さん

宝
ぽう

を敬
うやま

え。三宝とは
仏
ぶつ

・法
ほう

（仏教の教え）・僧
そう

なり。
三に曰く，詔

みことのり

（天皇の命令）をうけたまわ
りては必ずつつしめ（守りなさい）。 （一部）

（倭）

だいおう

3

▼平等院鳳凰堂 ※イラスト

へいぜいきょう

4

▼鎌倉幕府のしくみ

さ
む
ら
い
ど
こ
ろ

ま
ん
ど
こ
ろ

も
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ

い
っ
ぱ
ん

か
ん
し

さ
い
ご
く

と
う
そ
つ

ね
ん
ぐ

さ
い
ば
ん

将　軍（
地
方
）

侍
所

（
御
家
人
の
統
制
・
軍
事
）

（
裁
判
）

（
京
都
の
警
備
・
朝
廷
の
監
視
・

西
国
武
士
の
統
制
）

守
護
（
国
ご
と
に
）

（
国
内
の
軍
事
・
警
察
と

御
家
人
の
統
率
）

地
頭
（
荘
園
・
公
領
ご
と
に
）

（
荘
園
や
公
領
の
管
理
・
年
貢

の
取
り
立
て
・
警
察
の
仕
事
）

六
波
羅
探
題

問
注
所

政
所

（
財
政
と
政
治
一
般
）

（執権）

（
中
央
）

古代国家と武家政治の始まり3

▼鎌倉新仏教

宗
しゅう

派
は 開祖 実行

浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

法
ほう

然
ねん

念
ねん

仏
ぶつ

浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

〔一
いっ

向
こう

宗
しゅう

〕 親
しん

鸞
らん

時
じ

宗
しゅう

一
いっ

遍
ぺん

日
にち

蓮
れん

宗
しゅう

〔法
ほっ

華
け

宗
しゅう

〕 日
にち

蓮
れん

題
だい

目
もく

禅
ぜん

宗
しゅう 臨

りん

済
ざい

宗
しゅう

栄
よう

西
さい

座
ざ

禅
ぜん

曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

道
どう

元
げん

えいさい

拡大。各
を伝える

十七条
ょう

の

鎌足
り

ら
ならっ

。租
よ

平文化

武天

平文

正
しょう

倉
そ

年
ねん

私

族の

来日。
集』の

。荘
う

園
えん

都に移
…唐 が天

ん

台
だいしゅ

…唐 と往来
氏が実権

法（役

に曰く，和をも
う（争う）ことなきを

三
さん

宝
・僧
命令
なさ

Sa
mp
le定。遣

けん

隋隋
ずい

使使
し

。
民の原則を確立。を確立。

令を制定。。国国
こく

司司
し

を派派
はは

遣遣
けん

。
税制，防

さき

人人
もり

などの兵などの
へい

役役
えきえき

。。
長安にならって奈良に都を建設。ならって奈良に都を建設。

にに国国
く

分分
ぶんぶん

寺寺
じじ

・国国
こくこく

分分
ぶんぶん

尼尼
に

寺寺
じじ

，都に，都に東大寺東 の大仏
と唐の影唐の影

えい

響響
きょう

が強い国際的な文化。が強い国際的な 鑑
がんじ

『『古古
ここ

事事
じじ

記
きき

』・『・ 日
にに

本本
ほんほん

書
しょし

紀
き

』・
墾墾
こん

地地
ち

の永久私有をの永久
武
むむ

天皇

ple

が

仏・法
ほう

（仏
三に曰く，詔曰く，詔

み

りては必ずつつては必ずつつ

ple▼平等院鳳凰堂▼平等院鳳凰堂
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3．古代国家と武家政治の始まり

　　次の年表の①～⑫，あ～おにあてはまる語句を答えなさい。

　　次の各問いに答えなさい。
□⑴　アフリカに出現した，最古の人類を何というか。
□⑵　チグリス川とユーフラテス川の流域でおこった古代文明を何というか。
□⑶　古墳の周りや上に並

なら

べられた，円
えん

筒
とう

型や動物・人間の形などをした土製の焼き物
を何というか。

□⑷　聖徳太子が，役人の心構えを示すために制定したものは何か。
□⑸　奈良時代に唐から日本に渡来し，唐

とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

を建立して日本に正しい仏教の教えを
広めた僧

そう

はだれか。
□⑹　743年，口分田が不足したことで，朝廷が開墾を奨

しょう

励
れい

するために出した法令を何
というか。

□⑺　平安時代の後半から，念仏を唱えて阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

にすがれば，死後に極
ごく

楽
らく

へ行けると
　　いう教えが広まった。この教えを何というか。
□⑻　1185年，平氏をほろぼした源頼朝が弟の義

よし

経
つね

を捕
と

らえるという名目で，国ごとに
置くことを朝廷に認めさせた役職を何というか。

□⑼　栄西が伝えた臨済宗と，道元が伝えた曹洞宗を，合わせて何というか。
□⑽　1274年の文永の役と1281年の弘安の役をまとめて何とよぶか。

1

時代 年 で　き　ご　と 文　　　化 中国

弥生 239

603
645
701
710

794

894

1086

1167

1192
1232

1297

女王（　①　）が中国に使いを送る

（　②　）が冠位十二階の制度を定める
（　③　）が始まる
（　④　）が制定される
（　⑤　）（奈良）に都を移す

（　⑥　）（京都）に都を移す

菅原道真が（　⑦　）の停止を進言する

（　⑧　）上皇が院政を始める

（　⑨　）が太政大臣となる

（　⑩　）が征夷大将軍となる
（　⑪　）が制定される

永仁の（　⑫　）が出される

（　あ　）と金属器が伝わる

東大寺がつくられる
（　い　）文化

（　う　）が天台宗を伝える

（　え　）文化

（　お　）が浄土宗を開く

古墳
隋
ずい

飛
あす か

鳥

唐奈良

平安

宋
そう

鎌倉

元

2

原人の１つ前

公地公民の原則が崩れ，私有地（のちの荘園）が増えた

極楽浄土への往生を願った

荘園・公領ごとには地頭

元軍の襲来

1

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
あ 
い 
う 
え 
お 

2

⑴　　　　　　　　　　
⑵ 　文明
⑶ 

⑷ 
⑸ 

⑹ 

⑺ 

⑻ 

⑼ 
⑽ 

猿人

メソポタミア　　

埴輪

十七条の憲法

鑑真

墾田永年私財法

浄土信仰

守護

禅宗

元寇

卑弥呼

聖徳太子〔厩戸皇子〕

大化の改新

大宝律令

平城京

平安京

遣唐使

白河

平清盛

源頼朝

御成敗式目〔貞永式目〕

徳政令

稲作

天平

最澄

国風

法然

確 認 問 題

に答

出現した，最古の人類を何というか
ユーフラテス川の流域でお
に並 た，円

えんとう

7

夷大将軍
が制定

永

える

文化

⑪
⑫ 

国

法

Sa
mp
le

古の人類

ee

Sa
mmmmm
ee

⑫　）が出される）が出される

（　お　）が浄土宗を開くが浄土宗を開く
宋宋
そうeお
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　　日本の始まり　次の資料を読んで，あとの問いに答えなさい。

□⑴　下線部①の国を何というか。
□⑵　（　②　）にあてはまる女王の名を何というか。
□⑶ 　この時代の日本で使われていたものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えよ。
　　ア　仮名文字　　イ 銅

どう

鐸
たく

　　ウ　縄文土器　　エ　漢字　

　　中央集権国家の成立　次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。
　飛鳥時代は天皇中心の政治をめざした時代だった。大化の改新を始めた中大兄皇子
は 　　で唐・新

しら ぎ

羅の連合軍に敗れた後， 　　に都を移して 　　天皇として即
そく

位
い

し，
人口の把

は

握
あく

のために全国的な 　　の作成を行わせた。その弟が天皇として即位すると，
律令の作成を命じ，のちに大宝律令が制定されて，日本は律令国家になった。
□⑴　 　　・ 　　・ 　　にあてはまる語句を答えよ。
□⑵　 　　にあてはまる都を，次のア～エから１つ選び，記号で答えよ。
　　ア 藤

ふじ

原
わら

京
きょう

　　イ 恭
く

仁
に

京
きょう

　　ウ 難
なに

波
わの

宮
みや

　　エ 大
おお

津
つの

宮
みや

□⑶　下線部について，当時の，ある税の内容が記された木簡には「近
おう

江
みの

国
くに

生
なま

蘇
そ

三合」と
書かれていた。この木簡に記された「生蘇」（乳製品）のような，地方の特産物を納め
る税の名称を，漢字１字で書け。〈京都・改〉

　　武士による政治　次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。
　平安時代の半ばから新興の武士が力をのばした。まず政権をにぎったのは平氏であり，

①中国と貿易を行って栄えたが，源氏に滅
ほろ

ぼされた。源頼朝は国ごとに 　　，荘園や
公領ごとに 　　を置いて，幕府による政治を開始した。やがて幕府の実権は 　　の
役職を独占した北条氏ににぎられた。北条氏は13世紀前半におこった 　　に勝った後
に朝廷の動きを警

けい

戒
かい

して 　　を設け，さらに 　　という法律を定めて幕府の支配を
固めた。13世紀後半，②元が大軍を送って日本を攻

せ

めたが，北条氏と御家人たちの働き
によって退けることができた。
□⑴　 　　～ 　　にあてはまる語句を答えよ。
□⑵　下線部①の貿易にあてはまるものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えよ。
　　ア　日本からの貿易船は勘

かん

合
ごう

という合い札をたずさえていた。
　　イ　兵庫の港〔大

おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

〕を整備して，中国からの貿易船を迎
むか

え入れた。
　　ウ　日本からの貿易船に乗って，留学生の阿

あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

が中国にわたった。
　　エ　中国との貿易は長崎で行われ，貿易船は日本に唐

とう

船
せん

風
ふう

説
せつ

書
がき

を提出した。
□⑸　下線部②について述べた文としてあてはまるものを，次のア～エから１つ選び，記

号で答えよ。
　　ア　元軍は火器を使用した。　　　　イ　日本軍は集団戦法をとった。
　　ウ　元軍は一

いっ

騎
き

討
う

ちをいどんだ。　　エ　日本軍は鉄
てっ

砲
ぽう

を効果的に利用した。

1 1

⑴ 邪馬台国

⑵ 卑弥呼

⑶ イ

①その国の王はもとは男であったが，戦乱が続いたので，国々が共同して女の
（　②　）を王に立てた。（　②　）は神に仕え，人々のこころをひきつけるふしぎな
力をもっていた。…出典は『魏志』倭人伝

「親魏倭王」の称号を贈られた

アは平安時代以降

ウは縄文時代，エは古墳時代以降

2 2

⑴

Ａ 白村江の戦い

Ｃ 天智

Ｄ 戸籍

⑵ エ

⑶ 調

Ａ
しん ら

B C
D

Ａ C D
B

3 3

⑴

A 守護

B 地頭

C 執権

D 承久の乱

E 六波羅探題

F 御成敗式目〔貞永式目〕

⑵ イ

⑶ ア

Ａ
B C

D
E F

Ａ F

室町時代

奈良時代

江戸時代

演 習 問 題 A

　

始めた
て 　　

その弟
て，日本

る語句を
ア～エ

京 ウ

当時の と
た。この木簡に記された「生蘇」（乳製品）のような，地方の特産物を納

名称を

る政 い。
半ばから新興の武士が力をのばした。まず政
行っ された。
を置いて，幕府による政治
氏ににぎられた。
て

2

Ｃ

⑶

Sa
mp
le
て即

して即位する位する
家になった。なった。

選び，記号で答えよ。号で答えよ。
　エ 大大

おお

津津
つの

宮宮
みや

の内容が記された木簡には「近が記された木簡には「近
おうおう

江江
みのみの

国
くにく

生
なま

蘇
そ

された「生蘇」（乳製品）のような，地方「生蘇」（乳製品）のような，地方
字で書け。〈京都・改〉字で書け。〈京都・改〉

文を読んで，あとの問いに答文を読んで，あとの問
の武士が力をのばの武士が力
が，源氏に
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　　右の年表を見て，次の問いに答えなさい。 ・  ・  ・　
⑴　年表中のＡについて，孔

こう

子
し

が活動した地域でお
こった古代文明の説明として正しいものを，次の
ア～エから１つ選び，記号で答えよ。

［　　　　］
　　ア 　モヘンジョ・ダロなどの都市では，インダス

文字が使われた。
　　イ 　ナイル川流域に国々が生まれ，太

たい

陽
よう

暦
れき

や象形
文字が発明された。

　　ウ 　くさび形文字が使用され，太
たい

陰
いん

暦
れき

や60進法が
考え出された。

　　エ　殷という国がおこり，亀
かめ

の甲や牛の骨に甲骨文字が刻まれた。
　⑵　年表中のＢについて，埼玉県や熊本県の古墳から出土した武具に「ワカタケル〔　　　〕」という名が刻まれてい
た。〔　　　〕にあてはまる語を，漢字２字で答えよ。 ［　　　　　　］

　⑶　年表中のＣについて，日本の仏教に関わるできごとについて述べた次のア～エの文を，年代の古い順に並べ，
記号で答えよ。 ［　　　　　　→　　　　　　→　　　　　　→　　　　　　］

　　ア　仏教の教えで国家を守るという考えから，各地に国分寺や国分尼寺が建てられた。
　　イ　極楽浄土への強いあこがれから，平

びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

などの阿弥陀堂がつくられた。
　　ウ　座禅による修行で悟りを開こうとする禅宗が伝えられ，幕府によって保護された。
　　エ 権

けん

威
い

を示す象
しょう

徴
ちょう

であった古墳にかわり寺院が重視され，法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

などが建
こん

立
りゅう

された。
　⑷　年表中のＤのできごとに関して述べた文として誤っているものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えよ。

［　　　　］
　　ア　権威をふるっていた蘇

そ

我
が

氏が倒された。
　　イ　改新に際して中大兄皇子が即位し，天

てん

武
む

天皇となった。　
　　ウ　初めて年号が定められた。
　　エ 豪

ごう

族
ぞく

が支配していた土地や民を国家が直接支配することとなった。
　⑸ 年表中のＥについて，桓武天皇によって東北地方の蝦夷を征服するために征夷大将軍に任命された人物はだれか。

［　　　　　　　］
⑹ 　年表中のＦについて，藤原道長が摂政として活躍していたころに栄えた国風文化を代表する人物とその作品の
組み合わせとして正しいものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えよ。 ［　　　　］

　　ア 鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

―『方
ほう

丈
じょう

記
き

』　　　　イ 兼
けん

好
こう

法
ほう

師
し

―『徒然草』
　　ウ 紀

きの

貫
つ ら

之
ゆき

―『古今和歌集』　　エ 運
うん

慶
けい

―金
こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

　⑺ 　年表中のＧについて，次の２つの資料は，源頼朝が開いた幕府があった時代の御家人の生活に関するもので，
資料Ⅰは13世紀前半の土地の相続方法，資料Ⅱは14世紀前半の土地の相続方法を示している。相続の方法にこの
ような変化が見られた理由を，簡単に説明せよ。

　　［ ］

1
年（世紀） できごと

紀元前６世紀ごろ
３世紀後半
538 年〔552 年〕
  645 年
  794 年
1016 年
1192 年

孔子が儒
じゅ

学
がく

（儒教）を説く……………Ａ
大和政権が誕生する…………………Ｂ
百
くだら

済から仏教が伝わる………………Ｃ
大化の改新がおこる…………………Ｄ
桓武天皇が都を平安京に移す………Ｅ
藤原道長が摂政となる………………Ｆ
源頼朝が征夷大将軍に任命される…Ｇ

1 32 4

エ

大王

　　エ　　　　　　ア　　　　　　イ　　　　　　ウ　　

イ

坂上田村麻呂

ウ

　一人あたりの土地が次第に小さくなり，御家人の生活が苦しくなったから。

亡
な

くなった夫が持っていた土地の半分は，子
どもＸが相続し，残りの半分は，子どもＹが
相続する。

資料Ⅰ　13世紀前半の土地の相続方法

土地は，今後は，子孫の一人に相続さ
せること。

資料Ⅱ　14世紀前半の土地の相続方法

演 習 問 題 B

た。
エか

た。　

直接支
って東

に「ワカタケル〔　　　〕」と

につい 代の
［　　　　　　→　　　　　　→　　　　　　→

えから，
から，平

びょうど

を開こ
であっ

のでき

威を
に際
年号
配し
つい

て，藤原道

　　　　　→　　　　　　→　　　　　　→

Sa
mp
le分寺や国分尼寺が建てられた。国分尼寺が建てられた。

堂などの阿弥陀堂がつくられた。阿弥陀堂がつくられた。
禅宗が伝えられ，幕府によって保護されえられ，幕府によって保

かわり寺院が重視され，法院が重視され，
ほうう

隆隆
りゅうりゅう

寺寺
じじ

などが建な
こんりゅう

して述べた文としてべた文として誤っているものっているも を，を，

いた蘇た蘇
そそ

我
が

氏が倒された。氏が倒された。
兄皇子が即位し，天兄皇子が即位し，天

てんてん

武
むむ

天皇
れた。れた。
地や民を

le
次のア～エエの

→　　　　　　→　　　　　　　→　


